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要旨 
 中国のアフリカへの進出が注目を集めている。日本の TICAD(アフリカ開発会議)と同じく、
FOCAC(中国とアフリカ協力論壇、Forum on China-Africa Cooperation)といった制度が勢
いづいている。FOCACとは、三年ごとに中国とアフリカで相互に開催され、中国とアフリカ
諸国の間の貿易、外交、安全保障、投資関係を促進するメカニズムとして、中国−アフリカ
関係の枠組みやガイドラインを統括している。2000 年に創立されて以来計 6 回の FOCAC 会
議が開催された。この間、アフリカにおける中国の経済や政治的なプレゼンスも強い勢い
で伸びつつある。とりわけ中国とアフリカの間の貿易額と中国の対アフリカ投資額とのど
ちらも絶対的な額が急激に増えるとともに、アフリカの貿易や投資に占める比率も日本と
ヨッローパを上回ってきた。この点から FOCACの貢献が大きいと言わざるを得ない。FOCAC
は当初、日本の TICAD を真似て、中国とアフリカの連携を強めるために作り上げたが、開
催の頻度と会議のスケールとも TICAD を超えてきた。中国のアフリカへの進出が世界的に
注目されているが、FOCACのしくみ、あり方についてはあまり知られていない。本研究ノー
トは、中国のアフリカ政策における FOCACの果たした役割を中心として検証してゆきたい。
特に本研究ノートは FOCAC の創立の背景、動機及び貿易、外交、安全保障、投資関係等の
分野から見た中国−アフリカ関係に与えた影響を研究する試みである。また、中国の FOCAC
と日本の TICADと比較しながら、中日の対アフリカ政策の差異も述べてゆく。 
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1 はじめに 
 
 近年、中国の台頭とともに、中国のアフリカの進出も注目を集めている。中国とアフリ
カ関係のニュースの中で、FOCACという言葉は度々耳にする。しかし、まだ FOCACとはなん
だろうと思う人も多くいるだろう。実は、中国のアフリカ進出の勢いはこの FOCAC の働き
があるからこそ出来たと言っても過言ではない。中国のアフリカ政策をより理解するため、
FOCACについて、とりわけ、その創立の背景や動機、果たした役割、機能する仕組み等を知
るべきではないかと思う。本研究ノートでは、FOCACの役割を中心として中国の対アフリカ
政策を議論してゆきたい。 
 
 FOCAC (Forum on China-Africa Cooperation)、あるいは、中国とアフリカ協力論壇は 2000
年に創立された。2000 年 10 月 10 日、中国政府が提唱し北京で開催された「中国―アフリ
カ協力論壇」がはじまりである。 44のアフリカ各国の代表が会議に参加した。その後、他
のアフリカの国も加わり、現在 50 カ国のアフリカの国及びアフリカ連合(African Union)
が FOCACに参加している。それ以来、FOCACは三年ごとに中国とアフリカで相互に開催され、
中国とアフリカ諸国間の貿易、外交、安全保障、投資関係を促進するメカニズムとして、
中国−アフリカ関係の枠組みやガイドラインを統括している。今まで計 6回の FOCACよって、
21世紀の中国—アフリカ関係が大きく発展し、中国のアフリカにおける存在もさらに大きく
なってきた。過去 16年間、中国のアフリカにおいての資源開発や市場保有率が増えつつあ
る。 
 
  6 回目の FOCAC は 2015 年に開催された。同年４月に、中国の外交部部長王毅はアフリカ
訪問中での記者会見において、中国政府の FOCAC の 15 周年への期待について、「中国はア
フリカの工業化に貢献し、アフリカの公共衛生体制の向上を援助し、アフリカ地域の平和
や安定のため、さらなる協力強化を図っていく」と述べた(中国外交部、2015)。これから
も FOCACは中国—アフリカ関係の発展を促進していくだろう。そして現在、中国の国際戦略
は「シルクロード」プロジェクトにより、さらに西へ進出するつもりである。つまり、ア
フリカでは中国の外交政策や国家戦略における重要性がこれからも上がりつつある。その
関係で、FOCAC の使命はこの 15 年で終わることではなく、むしろこれから FOCAC で積み重
ねてきた経験を活かして、中国の対アフリカ政策や戦略にもっと大きく貢献すると期待さ
れている。 
 
2 FOCACの創立 
2—1 TICADとの関係 
 
  そもそも中国はなぜ FOCAC を作り出したのか？ まず一つは、日本の TICAD を真似たこ
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とにちがいない。1990 年代に入り、冷戦の終結に伴い、アメリカやヨーロッパのアフリカ
への関心が下がりつつあった。この時期、日本はこれまでアジアを中心とした ODA をアフ
リカへも拡大し始めた。世界第２の経済大国になった日本はアフリカの潜在市場を予測し、
アフリカへの投資、貿易等を拡大する方針を決めた。1993年、日本—アフリカ間の経済協力、
貿易、投資等を促進するため、 TICAD (Tokyo International Conference of Africa 
Development)が発足した。TICADは５年に一度アフリカの国々のリーダーを招き、東京で開
催されている。 
 
 戦後、中国は多くのアフリカの国々と友好関係を続けていたが、中国自身の国内問題、
経済力等の要因により、長い間アフリカへの貿易投資は積極的ではなかった。特に、日本
の ODA のような政府開発援助と比べると、中国のアフリカへの援助や投資は資金規模も技
術力も日本とは比べ物にならない。どのようなシステムを作り上げて、日本と競争してい
くかは一つの大きな課題であった。日本の TICAD の成功例を見て、中国政府が自国もアフ
リカとの連携を何らかのかたちで強化しないといけないと思っていた。その意味で、中国
が FOCACを創立したのは日本との競争を意識した結果だと言っても過言ではないだろう。 
 
 1990 年代後半に入ると、日本はバブル崩壊により、経済発展が停滞し、国内財政もなか
なか難しい状態に陥り、よって、アフリカへの援助も減っていた。日本政府の対アフリカ
政策が一時不明確になっていた。ほぼ同じ時期に、鄧小平は 1992年の南巡講話により、改
革開放政策を再確認したうえ、1990 年代後半も対外経済関係を重視する方針だった。2001
年に開催された第 9 期全国人民代表大会第 4 回会議において「中国の国民経済及び社会発
展に関する第 10 次五か年計画(2001〜2005 年)」が採択され、「走出去」 政策、すなわち
積極的に海外進出する政策を国家戦略として正式に認められることになった(小嶋、2012)。
こうしたなか、中国はアフリカへの投資を増加、中国—アフリカの間の貿易も勢いづいた
(Xie, 2013)。したがって、中国は日本の TICADのような仕組みを通して、より緊密な中国
—アフリカ関係を図ろうと行動したことになった。また、急激に変動している世界情勢を見
据え、TICADのように５年に一度ではもはやアフリカの国々の状況を把握するには追いつけ
ないと判断し、３年に一度の FOCAC 会議を策定した。しかも、開催場所は北京だけでなく、
アフリカも会場となる。おそらく中国は TICAD の仕組みをじっくり研究した上、優れた部
分のみを参考にした。同時に、より速くアフリカとの経済協力を推進するため、FOCACの発
足時には TICAD以上の効率化を目指した。 
 
２−２ 中国外交におけるアフリカの位置づけ 
 
 中国と多くのアフリカの国々とが緊密な関係を保ってきたのはかつての毛沢東時代の遺
産だと言っても過言ではない。中国のアフリカ諸国との経済関係は、多くのアフリカ諸国
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が独立を果たす 1950 年代後半から 1960 年代にまで遡ることができる(小嶋、2012)。冷戦
時代から、中国は資本主義陣営から孤立し、その状況を打開するため、まずは自国と地政
的に遠く第二次世界大戦の時代に同じく圧迫されていた経験を持つアフリカの国々と友好
な関係を結ぶという戦略を打ち出した。毛沢東の世界観の中では、1974 年に提唱した「三
つの世界論」という説があり、世界の国々を三つの世界に分ける戦略であった。アメリカ
とソ連が第一世界、中国とアフリカ、ラテンアメリカ等の国々が第三世界、その他は第二
世界という分け方であった。これによって、中国とアフリカとは第三世界の仲間であると
主張してきた。 現在に至っても、そうした世界観が中国の対アフリカ外交政策に大きに影
響を与えている。 
 
 毛沢東の時代から、中国はアフリカの仲間あるいは第三世界のリーダーとしてアフリカ
の第二次世界大戦後の再建を支援してきたもう一つの理由は、アフリカは国が多く、アメ
リカが主導した国際システムにおいては有力な味方になってくれることである。実際に
1970 年代に中国が台湾の代わりに国連の代表権を獲得したのは、まさにアフリカ外交の勝
利だと言われている。アフリカの多数の国から賛成票を得た結果だと言える。これは中国
が国際社会に返り咲く、そして大国になる第一歩であり、実に大きい意義がある。したが
って、その後も中国は自分にとってアフリカの戦略的な重要性を認識し続けざるを得なく
なった。 
 
 このような背景で、中国は第二次世界大戦直後からまだ自国の経済が立て直らないうち
から、アフリカに援助の手を伸ばしていた。過去 10数年、中国のアフリカにおける影響力
や存在感はもちろん中国の経済発展や国家戦略とは緊密な関係があるが、中国とアフリカ
の歴史的、政治的な付き合いも無視することができない(Li, 2007)。 
 
 中国でアフリカ研究の第一人者の学者である李安山教授によると、中国とアフリカの長
期にわたる友好関係が FOCAC の創立の土台となった。そして、20 世紀 90 年代の中国—アフ
リカ関係の更なる発展によって FOCAC の必要性がますます浮き彫りになってきた。グロー
バル化、とりわけ経済グローバル化が中国とアフリカに FOCAC のような協力システムの構
築に便宜を提供してくれた(李、2012)。 
 
２−３ 高まるアフリカの重要性 
 
 アフリカの経済成長率はどんどん伸びている。世界銀行によると、2014 年のアフリカの
経済成長率は 5.3%、アジアの開発地域に続く世界第二位の成長地域となっている(World 
Bank, 2014)。アフリカの高成長率は他国にとっては大きなビジネスや投資のチャンスであ
り、先進国にはもちろん、新興国にとっても非常に重要視されている。アフリカの資源と
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市場価値の高まり、中国だけでなく、BRICs などの新興諸国を筆頭に多くの国がアフリカ
との関係強化に乗り出し、アフリカ諸国との二国間および多国間の協力フォーラムを設け
るなど、いわば一大「アフリカ・ブーム」を引き起こしている(青木、2010)。その中でも
FOCACは一番規模が大きな協力フォーラムであり、実際ほぼ全てのアフリカの国々が含まれ
ている。またアフリカの豊富な資源は、資源やエネルギーの消費量が高まる中国にとって、
中東と同じく重要だと見なしている。欧米諸国の堅固な権益に直面した北京政府は、大陸
の主要な自然資源産出地域に素早く進出するために、経済的・政治的・安全保障が一体と
なったユニークなパッケージを誘因としてアフリカに対して申し出る必要があった(アジ
ア経済研究所、2009)。実際に中国は FOCACの仕組みを通じ、アフリカからより大量の資源
やエネルギーを輸入している。例えば、中国政府の統計によると 2006年上半期に中国がア
フリカから輸入した原油は全体の 32％を占める。 
 
３ FOCACと中アフリカ関係の発展 
３−１ 中国—アフリカ関係の強化 
 
 FOCAC は 3 年毎に開催され、開催地を中国とアフリカと交互に替えながら行ってきた。
FOCACの波に乗り、中国とアフリカの間の交流は一気に拡大された。米エコノミストによる
アフリカ開発銀行元役員への取材によると、過去１０年間にアフリカに来た中国人の数は、
過去４００年間に来たヨーロッパ人の数よりも多いという。 
 
 FOCACは政府だけでなく、民間の企業、投資家等も参入させて、膨大な交流網を作りあげ、
中国とアフリカの間の連携を強化してきた。特に、中国はアフリカの複雑な国内政治等に
干渉せずに、もっぱら経済関係を中心として国家関係を推進し、アフリカ諸国との間の貿
易、投資、資源開発等の経済協力が急激に発展してきた。中国とアフリカ諸国の関係は、
1996年に当時の江沢民国家主席がアフリカ 6カ国を訪問して以来、質・量ともに変化した。
江沢民氏は冷戦期のイデオロギー色を廃して経済を軸とした関係にシフトすることを宣言、
その後 10年間で貿易額は約 10倍に伸びた(下谷内、2006)。2012年 1月 30日、中国とアフ
リカの 2011 年の貿易総額は 1600 億ドル（約 12 兆 2000 億円）を超え、中国はアフリカに
とって最大の貿易パートナーとなった(尹、2014)。 
 
３−２ FOCACの成果と影響 
 
 2000 年 10 月に北京で開催された第 1 回 FOCAC には、アフリカ から 44 か国が参加し、
協議には 17の国際機関代表と企業の代表も出席した。この会議では、≪中非合作論壇北京
宣言(中国—アフリカ協力フォーラムの北京宣言)≫と≪経済・ 社会開発における中国アフ
リカ協力プログラム≫ の 2 つが主要文書として発表された。北京宣言には、貿易、投資、
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共同計画の拡大だけでなく、農業や資源開発、銀行業務における協力の拡大といった相互
利益を強調する内容も盛り込まれた。この北京宣言に加えて、中国とアフリカは貿易をさ
らに増進するためのメカニズムとして中国—アフリカ合同ビジネス協議会を設立した(葛西、
2014)。 
 
 2003年の第２回 FOCACでは、アフリカからは 45か国が出席した。会議のテーマは「中国
—アフリカ間の友情強化と相互利益のための協力強化」であった。この会議では、今後 3年
間の総合計画として「アジスアベバ行動計画  2004年〜2006 年」が発表された。また、当
時の温家宝首相は中国政府を代表して、アフリカの後発開発途上国からの一部輸入品にゼ
ロ関税を適用することを表明した。 
 
 2006年のFOCACでは、温家宝首相のアフリカに対する約束では中国の戦略的関心を再確認
したうえ、共同開発アジェンダを固めていくための基金を設置した。第三回FOCAC では、
「北京サミット宣言」と「北京行動計画（07～09 年）」が採択された。具体的には，援助
規模として09 年の対アフリカ援助額を06 年の倍額とする、特恵借款は30 億ドル、バイヤ
ーズ・クレジットを20 億ドルとする、中国企業の投資促進のために「中国・アフリカ発展
基金」を段階的に50 億ドルとする、05 年末までに期限切れの債務の免除、15,000 名の人
材訓練など多岐にわたる支援を行うとしている(葛西、2014)。 
 
 2009年の FOCACはアフリカ 49か国の参加のもとエジプトのシャルエルシェエイクで開催
された。会議のテーマは「持続的な発展のための中国—アフリカ新戦略パートナーシップの
強化」であり、政治的立場の対等、 相互信頼・相互利益に基づく経済協力関係の樹立であ
る。 
 
 2012年のFOCACでは、当時の胡錦濤国家主席は、投資・融資の拡大を通しての持続的な成
長の支援や対アフリカ援助の拡大、地域統合の支援、民間・学術交流の促進、平和で安定
した環境の創出を含む5つの方針を発表した。さらに、今後3年間で200 億ドルの低利融資
の供与を表明した。これまでの会合と大きく異なった点の一つは、支援先を従来の国単位
から、数カ国を含む地域へと方針転換したことである(高崎、2012 )。 
 
 2015年 12月の FOCACでは、習近平国家主席は中国とアフリカの関係が「新型戦略パート
ナーシップ」から「全面戦略パートナーシップ」へ昇格したと宣言し、工業化、農業近代
化、エコ開発、インフラ、金融、貿易や投資の便利化、貧困撲滅、公共衛生、文化と教育
の交流、平和と安全保障などの 10分野での協力関係を強化する「10大協力計画」を発表し
た(中国商務部、2015)。 
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 このように、これまでに開催された 5回の FOCAC会議の進展によって、中国—アフリカ関
係は着実に強化された。中国は FOCAC の仕組みを利用して、常にアフリカの国々と綿密に
連絡を取っている。実際に３年ごとの会議だが、会合準備のため、ほぼ毎年のやり取りを
必要とする。毎回の会議では次の会議までの計画をつくり、また、次回の会議になると、
前回の会議で決まった政策や方針等を再確認する。このような流れで、FOCAC会議は政策の
実施や実行に繋がっていく。絶え間ないコミュニケーションが中国とアフリカの経済協力、
貿易、投資等の拡大につながる。 
 
  2015 年 FOCAC が 15 周年を迎えた際、中国が主導した AIIB(アジアインフラ投資銀行)の
創立も間近だった。同時に、中国政府は「新シルクロード」とういった壮大な対外戦略を
打ち出し、アジア、ヨーロッパ、そしてアフリカへの貿易や投資を拡大しつつあり、地政
学的にも自国に有利になるよう必死にそのパワーをアピールしていた。 
 
３−３ FOCACと中国の外交政策の変容 
 
 FOCAC 創立の大きな背景は積極的に多国間外交(Multilateral Diplomacy )を展開するこ
とである。FOCACは中国の多国間外交の成果であり、中国の多国間外交を新しい段階へ押し
あげていった(崔、2007)。第３回の FOCAC会議が行われた 2006年に、中国政府は「中国対
アフリカ政策文書」を発表した。これは 2003 年の「中国対 EU 政策文書」に続くもう一つ
重要な外交文書である(钟、2006)。この年、当時の中国の胡錦濤国家主席、温家宝首相及
び李肇星外交部長の全員がアフリカを訪問した。これはアフリカが中国の外交にとって如
何に重要であるかの表れである。 
 
 「中国対アフリカ政策文書」の中では、中国の対アフリカ政策について、このように述
べていた。「アフリカ諸国との連携と協力の強化は、つねに中国の独立自主の平和外交政策
の重要な一部分だった。中国は揺るぎない姿勢でアフリカとの友好の伝統を受け継ぎ、中
国人民とアフリカ人民の根本的利益から出発し、アフリカ諸国と政治面の平等・相互信頼、
経済面の協力・ウィンウィン、文化面の交流という新しい型の戦略的パートナーシップを
築き、発展させている」(新華網、2006)。ここでは中国とアフリカの国々の関係を「新し
い型の戦略的パートナーシップ」として位置づけ、中国とアフリカの全面的な友好関係を
図る姿勢を見せた。FOCACは単なる経済協力ではなく、毛沢東・周恩来時代から重視してき
た中国とアフリカの友好関係もより深めて行く使命を背負っている。 
 
 中国のアフリカ研究専門家である賀文萍によると、2000 年の第一回会議から FOCAC は二
つの課題を抱えている。一つは、新しい世界情勢に直面して、如何に中国とアフリカの協
力関係を強化していくのか。もう一つは 21世紀に向けて、如何に中国の提唱した「公正合
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理的な国際政治経済新秩序」を推進していくのか(贺、2000)。中国のアフリカ外交は新し
い国際環境の狭間にある。中国の台頭や新興国の発展により、国際社会が多極化へ進んで
いる。中国は現存の国際政治経済秩序に不平不満を持っている。その現状を変えるべく行
動に移す。対アフリカ外交がまさにそれといえる。 
 
 また、FOCACにより、中国とアフリカの関係は中国とアフリカ各国の間の両国間外交や中
国と多数のアフリカ国の間の多国間外交が同時に行われている。この二つの外交ルートの
両立も中国外交の新しい特徴である。このように、中国とアフリカとの関係は FOCAC によ
り、多方面からの深い交わりが出来あがり、民間の企業や個人も外交のアクターになる場
合もある(Giese, 2015)。FOCAC は中国とアフリカの間の会合の枠を超え、アフリカの国々
に交流の場を提供し、アフリカの地域統合、特にアフリカ連合(African Union)の発展にも
貢献したと言われる(李、2012)。 
 
３−４「新植民地主義」をめぐって 
 
 しかしながら実際のところ、中国のアフリカへの進出は多くの批判を浴びている。中国
は目覚ましい勢いでアフリカでの存在感を高めているが、その速度と勢いの激しさから、
旧権益保持者たる欧米諸国に脅威感すら与え、同諸国から「中国新植民地主義」と批判さ
れるまでに至っている(青木、2010)。また、中国の援助は現地の政府からは歓迎されてい
るものの、国民の間では中国企業に対して、「ビジネス倫理を無視し、利益追求に没頭する」
という批判が根強い(高崎、2012)。世界自然保護基金(WWF)は、アフリカにおける中国の資
源開発が自然破壊につながると懸念している。中国はアフリカ現地の資源開発において、
環境保全や持続可能な開発基準に達していないケースが少なくない。しかし、中国国内で
は世界の批判は中国がアフリカ諸国に与えた好影響を見落としているとして、国際社会は
中国がアフリカにもたらした利益に注目すべきであると主張している。しかし、このよう
なことにより、中国の国家イメージが悪化し、アフリカの国々の信頼をも失う可能性もあ
る。この点について、すでにFOCACへの悪影響が出はじめている。アフリカ諸国も中国以外、
他の国々との経済貿易関係という選択肢があるので、当然自分にとってより良い選択する
こととなる。 
 
 また、アメリカやヨーロッパの国に比べると、政治的な条件をつけないといった点が歓
迎されていたが、批判される原因にもなる(Aidoo, 2015)。援助国は 1990 年代以降、援助
供与の条件として相手国に政治・経済・社会運営のあり方（ガバナンス）の改善を求める
政策をとってきた。それに対して、中国の対アフリカ援助が援助される国にとっては利益
だが、援助先の国内状況を考慮しない点は国際社会には受け入れられにくい。これは、特
にスーダン問題について、中国の政策は大きく非難された。しかし、中国自身も多くの国
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内問題を抱えており、それらの問題を外国に干渉されたくないというスタンスである。こ
のような背景から、アフリカ諸国の内政へ干渉しないという立場で一貫している。 
 
 また、中国政府の「走出去」戦略の呼びかけにより、多くの中国人がアフリカへ移住し
ている。アフリカの各地域で「中国城(China Town)」と呼ばれる商業施設が作られ、廉価
な中国製品の売買が行われるようになった。これはアフリカの人々の生活に便利さをもた
らした一方で、「Made in China」の商品を売り込み、現地の産業がなかなか発展できない
状態を引き起こしている。本来であれば工業化させるため、現地の企業を助けるという立
場をとるべきだが、そうなれば、コストが高くなり、自分の競争相手にもなる。このバラ
ンスをどうとるかも中国は問われている。 
 
４ FOCACと TICADとの比較 
４−１ 日中とアフリカとの経済関係の変遷 
 
 日本はかつてアフリカとの貿易とアフリカへの投資のどちらにおいても中国をリードし
ていた。TICAD を参考に FOCAC を創立した 2000 年には、中国とアフリカの貿易額はアフリ
カの貿易総額のわずか２パーセントに過ぎなかったが、日本は二倍の４パーセントであっ
た。およそ十年後の 2013年には、 この数字は中国 10パーセント、日本３パーセントと大
きく変わった。この十年間で中国とアフリカの貿易額は日本とアフリカの貿易額を大きく
上回ったことは明らかである。 
 
  現在は TICAD と FOCACのどちらも、50カ国以上のアフリカの国々に対し、貿易や投資の
機会を創出し、アフリカとの経済協力を拡大しつつある。それぞれ日本や中国のアフリカ
政策、特に経済協力、貿易、投資関連の政策にとって大きな意味を持つ。基本的に両者は
仕組みやアプローチがほぼ同じだが、実際のところその効果には大きな差が出ている。一
番大きな理由は経済力の変遷が挙げられる。中国経済の規模がますます増え、貿易や投資
のキャパシティーが日本より遥かに大きい。それゆえ、アフリカへの投資額やアフリカと
の貿易額が日本を上回るのも不思議ではない。 
 
 このようにTICADは反省すべきところがあるだろう。1993年創立されて以来すでに20年間
以上も経つ、その間アフリカの情勢ももちろん変わっていった。TICADの制度や日本の対ア
フリカ政策は修正すべきであろう。とくに、2014年１月安倍首相のアフリカ訪問以前は長
い間日本の首相はアフリカを訪れていなかった。なぜだろうか？アフリカの戦略的な重要
性が高まっている中、日本のアフリカへのエンゲージメントがなぜか落ちていたか？TICAD
は５年に一度アフリカの国のリーダーを日本に招いていたが、その間日本の政治家、企業、
投資家たちはさほどアフリカに足を運んでいなかったであろう。民間の企業や投資家のア
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フリカ進出を促すため、より緊密に日本とアフリカを繋ぐ仕組みが必要ではないか。そこ
に気づいた中国は当初からTICADよりも頻繁な会合を設定した。  
 
４−２ 日中の対アフリカ政策の異同 
 
 日本と中国の対アフリカ政策は同じところも多い。両国のこれまでの対アフリカ政策は
経済協力や経済援助を中心としてきた。従って、TICADとFOCACはそれぞれの国の対アフリ
カ政策にとって大きな役割を果たしてきた。両国ともアフリカとの経済関係が深まり、貿
易、投資、資源開発等のつながりが強まっている。そして、アフリカの市場や資源は両国
の経済発展において有利で、またこれからも大きな潜在的な可能性がある。だが、アフリ
カへの経済協力のあり方はまだロールモデルがないので、今後両者の仕組みは国際情勢や
国内要因により新しい転機を迎えるのであろう。 
 
 日本と中国の対アフリカ・アプローチにおいて、援助が投資や貿易等の領域とよく関連
づいているかどうかは、大きな違いがある。日本は 2000 年代のアフリカにおいて、特定の
資源産出国を中心に、無償資金協力や小規模プロジェクトを増加させているが、貿易量は
ほとんど増えていない。しかし、中国の対アフリカ援助は極めて明確に自国の経済的利益
とリンクさせたものであり、この点において日中両国には大きな差異がある(青木、2010)。
その他にも、日本の企業は優れた技術力を活かしアフリカの持続可能な発展を考慮しつつ
貢献しているが、一方中国は現地への環境破壊等の問題を無視した政策の強硬でアフリカ
はもとより、世界中から批判を受けている。 
 
５ 結論 
 
 FOCACとは、三年ごとに中国とアフリカで相互に開催され、中国とアフリカ諸国の間の貿
易、外交、安全保障、投資関係を促進するメカニズムとして、中国−アフリカ関係の枠組み
やガイドラインを統括している。2000 年に創立されて以来、計５回 FOCAC 会議は開催され
た。この間、アフリカにおける中国の経済や政治的なプレゼンスも早い勢いで伸びつつあ
る。とりわけ、中国とアフリカの間の貿易額と中国の対アフリカ投資額とのどちらも絶対
的な額が急激に増えるとともに、アフリカでの貿易や投資に占める比率も日本とヨッロー
パを上回った。これは、FOCAC の貢献が大きいと言わざるを得ない。中国は FOCAC の枠組
みを利用して、アフリカでの資源獲得、中国製品の輸出先として の市場開拓に弾みを付け
る(高崎、2012)。元々は日本の TICAD を真似て、作り上げられたものだが、開催の頻度と
会議のスケールとも TICADを超えた。TICADと比べると、FOCACはより綿密な会合ややり取
りを通して、会議で決まった政策や方針を再確認し、実行力に繋げる。FOCACは中国のアフ
リカ政策の中心になった。FOCAC制度の確立は中国のアフリカにおける圧倒的な存在をもた
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らしたが、一方で中国のアフリカ政策の問題も浮き彫りとなった。とくに、「新植民地主義」
といったレッテルを払拭しなければ、持続的な中国—アフリカ関係を長く保つことは難しい
であろう。 
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Abstract 
China’s Africa Policy 
 
An Analysis Focusing on the Role of FOCAC 
Zhihai XIE 
China’s activities in Africa have attracted worldwide attention. Compared to Japan’s 
TICAD, China has the FOCAC facilitating the soaring China-Africa relations. As the 
mechanism guiding trade, diplomacy, security and investment in China-Africa relations, 
FOCAC is held every three years. Since its establishment in 2000, FOCAC has been 
held six times. During the past sixteen years, China’s economic and political presence in 
Africa has increased significantly. In particular, the trade volume between China and 
Africa and its direct investment to Africa are both on the rise, making China’s share in 
trade with and investment to Africa surpass those of Japan and European Union. It is 
worth noting that FOCAC has contributed greatly to these achievements. FOCAC was 
made as an imitation of TICAD to promote China-Africa relations, but both its scale 
and frequency outweighed those of TICAD. China’s engagement with Africa is well 
known, while the role of FOCAC is rarely known yet. Thus this paper attempts to 
examine the role that FOCAC has played in the China’s Africa policy. Specifically, this 
paper tries to analyze the background and goal of FOCAC’s establishment, as well as 
FOCAC’s impact on China-Africa relations in such areas as trade, diplomacy and 
investment. In addition, the paper also compares the FOCAC with TICAD and 
examines the differences between China’s and Japan’s Africa policy.   
 
 
 
 
